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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

一方,予言者メルリーヌスのもとにテルゲーシーヌスが

会いに来ていた。彼はメルリーヌスの言い付けで風や雨雲が

何故あるのかを学んで帰国したところであった。実際この二つが

その頃一つに混ざり合って押し寄せ,空をかき曇らせていたのであった
①

友ミネルワの口述に従って彼はこう教えをのべた。
(診

「無から四つのものを宇宙の創設者たる神は産み出し,
カウサ

それを事物の創造に先行する原因となし,また同時に
③

調和的和合によってかたく結ばれた質料となされた。

先ずは天。これは星によっていろどられ,最も高きにあって
④

胡桃を殻が包むように万物を包み覆っている。

次いで空気を与え給うたが,これは発声に役立ち,

これを隔てて日月星辰が昼と夜とを明らかにする。
たび

続いては海。海は陸を取り巻き,四度向きを転じて
(9

力強く回流し,かくして空気を押し動かし,
(む

四種あるとされる風を生み出している。

更にはまた,自ら静止して,軽さ故に動くことのない

陸地を据え給うた。これは五つの部分に分かれ,
(診

真申の部分は暑さ故に人が住むに適さず,
はし

両端はともに寒さ故に人はこれを避けるが,

残り二つに神は適度の温暖さを与え給い,

よってここには人が,鳥が,獣の群が住む。

またおだやかな潤いで木や土に実りを画す
にわかあめ

験雨を与えんとして神は天に雲を加え

給うたが,この雲は太陽の援けを得て

あたかも草嚢のように河の水で密かに満され,

それから高く天に登りながらその持てる水を
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

風の力に押されて下に注ぎ落とす。

こうして雨が,雪が,円やかな宅が生れる。
(診

水の流れを冷たく湿った風が雲を貫きながら

作り出し,それを外に押し出すからである。

そしてその各々の特性も,それを生み出す風の

流風帯との関りようによっていずれも規定される。

輝く星座をちりばめた恒星天に続いて

神はエーテル天を置き,ここを相応しい観想と

驚くべき神の慈悲とによって永遠に蘇る

天使の群の住まうべき処となされた。

またこの天をも星と光り輝く太陽とでいろどり,

これらの星々が各々与えられた天を
みちすじ

一定の軌道に沿って走れるよう法則を示された。

続いてその下に月の光に輝く空気天を置き,

この高い場所を妖精の群で満たされたが,

彼等はわれわれの心の赴くがままに

われわれと共に悲しみ,また共に喜び,

人間の願いごとを常に天上に運び上げて

神にその望みを叶え給うよう懇願し,

更には夢や言葉やその他の徴によって

神の御心を人々に伝え知らせる。

しかし月よりも下は悪霊で満たされて,

これはわれわれを巧みに騙して堕落へと誘い,

屡々空気から得た肉体を身に纏って

われわれの前に姿を現わし,多弁を弄し,

いやそれどころか婦女子に情交を迫って
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

⑨

悪辣非道な遣り口で卒ませてしまう。

このように三つの階層からなる霊の住まう天を

造り給い,それがすべてを暖かく包むとともに

この世を万物の新たな芽生えによって新たにしようとなされた。

それからまた海を様々な種類に分け,海が

物の形を永遠に生み出すようになされた。

確かにその一部は煮えたぎり,一部は凍り,一部は両者から

適度の温かさを得てわれわれに食糧を供している。

しかし煮えたぎる部分は奈落を荒々しい種族と共に

取り囲み,火を火で更に強く燃え立たせながら
⑳

激しく沸き返る流れによって陸地とそれとを別け隔てている。

その奈落の中へは,法を犯し,神を軽んじ

禁じられているが故に冒漬せんと願って

邪な欲望の求める方へ進む者達が降りて行く。
きばきぴと

するとそこには峻厳酷烈な審判者がいて,公平な秤にかけて

各々の価を量り,皆それぞれに応分の清算を行わしめるのだ。
⑳

もう一つの凍る部分は,ディオーネを母とする星が

暁にその光を近くの水蒸気と湿せ合わせて産み出す
⑳

滑らかな砂を押し転がしている。またこの星は

魚の間を通り抜け,煩の輝きで海を振り返る際に
⑳

きらめく宝石を産むとアラビア人は主張する。

この宝石はその持つ力故にこれを身に付ければ
りやく

利益を蛮し,多くの病いを癒し,健康を保たせる。

これもまた創造主は他のすべてと同様種類に分け,

それでわれわれは形と色とによってはっきりと

それがどの種類に属し,効目が何であるかを知る。
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

われわれの住む陸地を取り巻く第三の海は,

近くにあるためにわれわれに役立つ多くのものを与えている。

実際それは魚を養い育て,塩をふんだんに産み出し,

われわれの商品を運ぶ船を往き来させ,

よって思わぬ儲けで貧者が忽ち富者となりもする。

また境を接する陸地を肥沃にし,鳥を養ってもいる。

そもそも鳥は魚と同じく海から発生したものの,

ただ異なる自然の法則の下にあるのだといわれている。

確かに海は魚よりも鳥によって支配されていて,

身軽な鳥は海を離れて虚空を空高く舞い上がり,

一方,魚は体の湿り気のために波の下に押し止められ,

乾いた光の中では生きて行くことはできない。

この魚についても創造主はこれを様々な種類に分け,

それぞれに異なった本性を与え給うた。それでこれは永遠に

驚嘆すべきもの,そしてまた病人に健康を画すものでいよう。
ひ・めじ

比売知は,事実,情欲の奔騰を抑えるといわれている。

だがこれを絶えず食する者の目を盲させてしまう。
テユムステきマルルス⑳

しかしその名を磨香草の花から得た姫鱒は

この種の川魚特有の匂いを持っているために

これを屡々食する者を逆に明るみに引き出してしまう。

八目鮭はどういうわけか皆雌ばかりであると

いわれている。しかし交尾もし,生殖も行ない,

子孫の繁殖を異種の生物の子種によって行なっている。

事実蛇には屡々岸辺に寄り集まって来て,

そこにじっと留まったまましゅうしゅうと音を出し,

この甘い声に引き寄せられた八目鰻と交わる習性がある。

9
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こばんいただき(診

また,たかだか長さ半沢の小判頂が取り付いて

あたかも座礁したかのごとく海を行く船を引き止め,

離れるまでは進むことを許さないという恐るべき力を

持っているのも,まさに驚くべきことである。
かじき〆ヲヂイウス

また旗魚は鋭い境で突き刺すた鋸こ剣魚とも呼ばれ,

船に泳ぎ寄って来て屡々人々に恐怖を与える。
かじき

針に掛かりでもすると直ぐさま船板に穴を開け,

突然の渦巻きで船をばらばらに沈めてしまうからである。
のこぎりえい

また鋸醇もその前立て故に船には恐れられている。

底に潜って,その前立てとも刀ともいうべきもので突き刺し,

船をばらばらにして波間に漂わせてしまう恐しい魚である。
ドヲコー⑬

また鰭の下に毒を持つといわれる蛇魚は,

これを掃える者には恐るべきものとなろう。

東で刺して毒液を注ぎ,害をなすことが屡々ある。
しび九えい

しかしまたそれとは別な害が痺輝にはあるといわれる。

生きたこの魚に人が触れると,たちどころに

腕も脚も麻痺し,またその他の体の部分も

殆ど死んだように働きを失ってしまうのだが,
アウヲ

魚の体が発散する気がこうした害を及ぼすのだという。

神はこうしたその他多くの魚で海を豊かにし,

更にまた海の潮の流れの上に多くの陸地を

置き給うた。ここに人が住むのは,地表を覆う

肥沃な土壌の産み出す豊浜さを知ってのことである。

実際,中でも,あらゆるものを豊かに産み出す

ブリタニアこそ,最高最良の島といわれている。

確かにここには芳しい香という風雅な捧物を

11
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一年中人間の利用に応えて贈ってくれる畠もあれば,

森や森の草地,それにそこからとれる滴るほどの蜜,

空高く奪え立つ山々,広々とした録なす牧草地,

泉や川,魚に家畜に野生の獣達,

木の実に果物,それにまた宝石,貴金属など,

創造の自然の女神が凡そ与えるものはすべてあって,

とりわけ,健康を斎す熱い湯の湧き出る泉もあり,

これは病める者を温め,快い浴場に湯を供し,

健康な者には疲労を直ちに追い払ってくれる。
⑳

事実ブラードゥッドは彼が王位にある間に

そうした湯治場を幾つか設け,王妃の名に因む
⑳

アラーロンの湯は多くの病いを癒す力を持ち,

それも主として婦人の病いに特に効目を顕わした。
⑬

このブリタニアの近くに多くに富むタナトスがある。

ここには死を斎す蛇は棲まず,ここの土を

葡萄酒に混ぜて飲めば毒消しになる。
⑳

またオルカデスもわれわれと海を隔てている。

ここは潮の流れによって九十の部分に分けられている。

内二十は無人で,残りは人が住みついている。
㊨

太陽に因んでトゥーレーと名付けられた最北端の島は

至点に位置し,夏の太陽がまさにこの地で重点に達すると,

太陽の光線を押し戻してそこから奥へはとどかせず,

昼を遠去け,ために常に永遠の夜の中で

空気は暗闇を動かし,同時に海を寒さで

固く凍えさせ,船も通えぬようにしてしまう。

われわれの住む島に次いでとベルニアの島が

13
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ジェフリー・オヴ・マン㌧マス『メルリーヌス伝』(訳)

地味の豊かさの点で他にまきっているといわれている。

同様最も大きな島でもある。蜂や鳥もごく稀れで,

また奥地にも蛇はまったく棲んではいない。

それでそこから運んで来た土かあるいは石を

置いておけば,蛇も蜂も近寄っては来ない。
⑳

ガーデース島はヘルクレスのガーデースと結びつけられている。
やIこ

ここには樹皮から一面脂が診み出て,

それが滴り落ちて宝石になる樹が生えている。
⑳

ヘスペリデースの島々には不眠の龍がいるといわれ,

黄金の林檎をその木の下で見張っているという。
⑳

ゴルガデースには山羊の体をした女達が住み,

その逃げ出す足の疾さは兎にまきるといわれる。
⑳

アルギューレーとクリッセ一には,話では,金と銀が

まるでコリントスのただの石のようにころがっているという。
⑳

タープローバーナは土地の肥えた録したたる美しい島で,

ここでは一年に二回作物が稔り,夏が二回に

春が二回あって,葡萄やその他の果物も二回とれる,

光り輝く宝石にも豊かに恵まれた実に素晴らしい処である。
⑳

しかし永遠の春の島テエロスは,一年中すべてが

線に若やぎ,生々とした草花や木の葉を生み出している。
⑳

林檎島は別名幸福島とも呼ばれ,それというのも

あらゆるものをひとりでに生み出す島だからである。

そこでは農夫が翠で畠を耕す必要はまったくなく,

耕作は一切なされず,すべて自然が行なってくれる。

ひとりでに穀物も葡萄も豊かに稔り,

森では同様長く伸びた若枝に林檎が実を結び,

15



16ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

土は雑草に代わるすべてを自ら溢れるほどに生み出す。

そこでは人の寿命も百歳かそれ以上にも及んでいる。

愉快なことに,その島にわれわれの住む土地から

移住して行った者達を九人の姉妹が治めている。

一番上の姉は医療の術に最もすぐれ,

容姿の美しきも妹達に立ちまきっている。
⑳

名をモルゲンといい,病む人の体を治すために

すべて草がどのような薬効を持つかを知っている。

また姿を変え,あたかもダイダロス同様に

翼で空気を断ち切る術も心得ている。思いのままに居場所を
⑳

ブリストゥム,カルノートゥム,あるいはパピーアへと移し,

思いのままにわれわれの処に空から舞い下りて来る。

この術は妹達も学んでいるといわれる。因に彼女達の名は

モーロノエー,マゾェ一,グリーテソ,グリートーネア,グリートン,

テユーロノエー,ティーテン,それに琴の名手のティートンである。
㊨

ところでその島に私達はカンプラーヌスの戦いで傷を負った
⑳

主君アルトクールスを,戦いの後,海にも空の星にも通じた
⑳

ノミリントゥスの案内によって運んで行った。

彼を船長にして私達は主君と共にそこに着いた。

するとモルゲンは十分な礼をもって私達を迎え入れ,
ねだい

彼女自身の住まう奥部屋の黄金の寝台に王をよこたえ,

自ら手を下して丁寧に傷口をあらため,

永い問調べていたが,やがて言うには,もしも

私の処に永く留まり,私の治療を受ける気がおありなら,

再び健やかなお体にして差し上げられましょう,と。

それで喜んで私達は王を彼女に託し,

17



18 ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジュフリー・オヴ・マン㌧マス『メルリーヌス伝』(訳)

順風に帆を揚げて帰国の途についたのでした。」

するとそれに続いてメルリーヌスは言った。「おお,親愛なる友よ,

その後直ぐに誓いは破られ,王国ほいかに苦しみに喘いだことか!

御荘で今や昔日の面影はまったくない!実際不運なことに

遠国を治める諸侯らが鉾先を内に転じて

すべてを混乱させ,ために豊かな富は

われらが祖国から逃げ去り,すべての美点は消え失せ,

見棄てられた市民達は自分らの町を空にしている。

それに加えて,サクソソ族の狂暴な軍隊が襲いかかり,

再びわれわれとわれわれの町を容赦なく打ち倒し,
すまlい

神の掟も神の住居も踏み踊られようとしている。

疑いもなく神は愚かなわれわれを正さんとして

このような災を罪深いわれらが上に下し給うたのだ。」
㊨

そう言い終るか終らぬかに相手はこう言い出していた。

「ですから人々は誰か使いの者を派遣して,

すでに傷が癒えておれば王に急ぎ船で帰国され,

敵をいつもの軍隊で撃退して,市民達を

また昔通り平和に治めるようにと要請すべきでした。」
やから

「いや」とメルリーヌスは言った。「あの族どもは

君等が庭に一度爪を立てたからは,そう引き退りはすまい。

むしろ王国を,人も町も,すべて範につけ,

軍隊の力で何年にも亘って支配し続けることになろう。

しかしわれらが内の三人が大いなる勇気をもって抵抗し,

多くの敵を屠って遂には彼等に打ち勝とう。

だがこの三人も目的を完全に遂げることはない。すでに
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20ジェフリー・オヴ・-マ∵/マス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

さばきぴと

最高の審判者の裁定は下され,この高貴な王国が弱体化して,

長の年月ブリトン人を内に失うべきことを定めておられるのだ。
㊨

コナーヌスと尊敬すべきカンプリア王カドワーラードルスとが

アルモリカから船でやって来るまでそれは続くことであろう。

この二人はスコーティア人,カンブリア人,それにコルヌビア人,

更にはアルモリカ人の軍隊を堅い誓いによって一つに結び合わせ,

敵を追い払って失われていた王冠を自国の民の手に

再び取り戻し,プルートゥスの時代を再現させ,

神聖な法に基づいて町々を壬として治めるであろう。

彼等は遠くの王達にまさる力を再び備え,

勇敢な戦いによってそれらの国々を征服し始めるであろう。

だが今いる者でその時まで生き存える者は,誰一人いないのだ。」

テルゲーシーヌスは言った。「私達はあなたほどに

烈しい同胞同士の戦いを見た者はいないと考えています。」

「そう,その通りだ」とメルリーヌスは言った。「確かに長いこと

私は生きていて,わが国の人々の間で起きたことも多くを見,
やから

また異国の野蛮で不穏な族達に関することもすべてを見てきた。

私はコンスタンスが裏切りに会い,幼い二人の弟ら
⑳

ウーテルとアンプロシウスが海を越えて逃れた不祥事件も

覚えている。すると統治者不在となったために,

直ぐさま王国の全域で戦争が始まった。というのも,

ゲーウィッシー族の頭領ウォルティーゲルヌスがすべての国に

兵を進め,罪もない住民達に悲惨な危害を加えて

それらの国々を征服したからであったのだ。

そして遂には多くの貴族達を殺したあげく,力づくで

王冠を一挙に奪い,王国全体を支配の下に置いた。
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22ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

しかし,かの兄弟に血をこよってつながる者達は

いたくこれに憤慨し,この薄運な君主の治める

すべての町に火を放ってことごとく焼き払い,

残忍な兵を向けて王国を混乱に陥れ,

彼が平和に国を治めることを許しはしなかった。

それでこれら叛徒を抑えることは手に余ると見て

不安に襲われた彼は自分の戦いに遠国の兵を

呼び寄せ,その協力を得て敵に当ろうと画策した。

ほどなく世界の様々な地方から戦いを好む軍隊が

やって来たが,これを彼は礼をもって迎え入れた。

サクソソ族もまた龍骨の反り曲った船に乗って

彼に仕えるべく兜を被った兵士としてやって来た。
◎

中でも豪胆勇猛さの点でホルススとへンギストゥスの二人の兄弟が

群を抜いていたが,これがまこと許すべからざる裏切りによって

間もなく市民達に危害を加え,町を打ち壊し始めたのだ。

実際彼等は下臣として忠勤に励むことで主君の信頼を

得ていたのであったが,身近に迫る争いに市民達までが

動揺し,それで今や王を打ち倒すことも容易だと

見てとると,これら一般市民に狂暴な兵を差し向け,

誓いを反故にしたばかりか,肝計をめぐらし,購和を結ぶべく

招かれた首領達がしっかりと着座した折をとらえて

これに襲いかかり,一挙に彼等を殺したあげくに,
⑳

主君を雪積もる峻しい山のかなたに放逐した。
⑳

私が最初王国の運命を予言したのもこの王にであった。

その後また彼等は国中行く先々で家を焼き払い,

すべてを己れの支配下に置こうとした。
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24ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・-マ∵/マス『メルリーヌス伝』(訳)

⑳

しかしウォルティーメルスは国難ここにいたり,

父がプルートゥスの王座から追い出されたのを見るや,

国民の合意を得て王冠をとり,同胞を引き裂いている
やから

この野蛮な族どもに攻撃をかけ,幾多の戦いの末,

タナトスに退却することを彼等に余儀なくさせた。

そこには彼等を運んで来た船が停泊していたのだ。

しかしこの敗走の折に,かの勇猛なホルススも

その他多くの者達と共にわが軍の手にかかってイトれた。

だが王はなおも追撃を続け,直ちにタナトスを

包囲し,陸と海の両面からこれに対した。

だが直ぐに勝利を得たわけではなかった。船を持つ彼等は

死力を尽して退路を切り開き,再び船に乗って

櫓を急がしく漕ぎながら本国目指して去って行った。

こうして敵を勝ち戦きによって打ち破った

ウォルティーメールスは威名世に轟く統治者となり,

適切妥当な指導力をもって王国に君臨した。
㊨

しかしへソギストゥスの妹ロンウェナはこうした成行きに
ままはは

不満をいだき,兄想う故に邪な継母となり,

策略を胸に秘めてひそかに毒薬を調合し,

これを飲物として与えて王を殺してしまうと,

直ちに兄のもとに海を越えて使いを送り,

好戦的なこの国の者達を圧倒し得るほどの

優秀かつ多数の軍隊を率いて再び戻って来るよう求めた。

それで彼はその要請に従った。実際そうした軍隊がわが軍に

襲いかかり,戦いによってすべての者から土地を取り上げ,

火を放ってわが国の各地を奥深く焼き払ったのだ。
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26ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

ところで,この間,ウーテルとアンプロシウスは

アルモリカのブディークス王のもとに身を寄せていた。

剣を腰に凧き,すでに戦いの場で力量を発揮していた彼等は

今や方々からさまざまな軍隊を呼び集め,もって

故国を酎旨し,父祖の地を荒らし続けている
やから

族どもを追い払おうとしたのであった。

それで,帆を夙にかかげ,海に船をのり出させて,

いよいよ彼等は同胞の救援に向かった。

実際彼等は,カンブリアの王国に逃げ込み
⑳

塔に立て籠るウォルティーゲルヌスを塔ごと焼き払った。

次いで刃を直ちにアングル族に向け,

合戦において屡々勝利を占めるとともに,

逆にまた蜃々彼等に敗北を喫Lもした。

しかし遂に一大白兵戦を交えた結果

敵を圧倒し,多くの者に烈しく刀傷を負わせ,

へソギストゥスを殺して,キリストの御心により凱旋を遂げた。

従ってこうしたことの結果,聖俗両界の合意を得て

アンプロシウスに王国と王国の冠とが与えられ,

これを頭に戴くや直ちに彼は万事に適切な手捌きを示した。

しかしこの彼も二十年の歳月の経過の後に

医者の裏切りに会い,毒を盛られて死ぬ。

直ちに弟ウーテルが王位を受け継いだが,

はじめは王国を平和に保つことはできなかった。
⑳やから

実際常に舞い戻って来るかの不信の族どもがまたもや

やって来て,いつもと同様軍隊ですべてを荒らしたのだ。

ウーテルは烈しい戦いによってこれに対抗し,
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28ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

敵を打ち負かして再び海のかなたに漕ぎ帰らせた。

戦いが終ると彼は直ちに平和を再建し,

彼にはまた息子も生れた。この息子はやがて

類なく徳の高い人物であることが知れた。

アルトゥールスがその名で,父ウーテルの亡き後

王国を彼は長い年月に亘って支配した。

だがそれも,大いなる苦悩と,労苦と,それにまた

幾多の戦いにおける多くの人々の死によってであった。

実際三クーテルが病いに倒れるや,アングル族の地から
やから

不信の族が襲来し,フソベル河を越えて

剣の力ですべての国や地方を征服したのだ。

アルトゥールスは未だ幼く,弱年なるが故に

この大軍を禦ぎ止めることはできなかった。

それで,聖俗両界からの助言を容れて
㊨

アルモリカの王ホエールのもとに使者を送り,

急ぎ艦隊を率いての来援方を請うた。
⑬

というのも,同じ血と愛情とで結ばれていた彼等は

互いに他の急場を援けるのは当然であったのだ。

それでホエールは直ちに戦うべく四方から人を呼び集め,
⑳

大勢の勇猛な兵士と共にわが国に到り,

アルトゥールスと連合して幾度も攻撃をかけ,

敵を打ち破って烈しく彼等を血まつりに上げた。

この協力者を得たアルトゥールスは最早何らの不安もなく,

敵と相対して全軍の将兵ともども勇敢に戦った。

そして遂にこれを打ち破って再び本国に引き上げさせ,

法の支配の下に王国を一つに統合した。
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30 ジェフリー・オヴ・マン㌧マス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

またこの戦いの後直ちに鉾先を転じて,狂暴な

スコーチィア人とヒベルニア人を屈服させた。

兵を進めてこれらのすべての地方を平定すると,

また艦隊を率いて遠く海を渡り,ノルウェー人と

デーソ人を烈しい攻撃によって征服し,

更にはローマ帝国がガリア地方の支配権を与えていた

フロルPを倒してその地の種族をも服従させた。

また彼の領地に攻め込んで来たローマ軍に
㊨

応戦し,ローマ皇帝レオの盟友で

元老院の命をうけて再びこのガリアの地を
ブp-クーラートル

ローマの属領とすべくやって来ていた管理官
㊨

ヒーべリウス・ルキウスを殺して勝利を得た。
㊨

だが一方,留守居役のモドレードゥスは不時にも

王国をわがものにし始め,何に血迷ったか,
⑳

王妃と道ならぬ愛欲に耽っていたのだ。

実際海を越えて敵地に乗り込もうとした王は

王妃と王国とを彼の手に託して行ったのだという。

しかしそうした非道の噂が彼の耳に達すると,
㊥

王は戦いを一時延期し,向きを転じて祖国に

何千もの兵を率いて上陸し,この甥を
⑳

攻撃して,彼を海を渡って敗走させた。

逃げのびた先で裏切りに満ちたこの男はいたる処から

サクソン人を呼び集め,再び主君にたいして戦いを始めた。
ヤから

しかしこうした振舞も神を蔑する族どもの力を頼んでのことで

あったのだが,その信頼も今や空しく彼は倒れてしまった。

おお,何という人間同士の殺教が,また何という母親達の
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32ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・一丁∵/マス『メルリーヌス伝』(訳)

⑳

その地の戦いで息子を失っての悲痛な嘆きがあったことか!

この戦いで王もまた致命的な傷を負ったた勧こ

王国を離れ,君が先に語った通り,君も付いて
ユソフ⑳

船で海を渡り,仙女らの館に到った。

すると直ぐにモドレードゥスの二人の息子達は

いずれも王国をわがものとすべく戦いを起こし,

互いに他を倒そうとして同族同士殺し合いを始めた。
㊥

そこで王の甥にあたるコンスタンティーヌス公が彼等にたいして

立ち上がり,彼等の支配する人々や町々をずたずたにし,

二人を共に残忍な死によって倒すと,

王冠を頭に戴いて王国内の人々に法を布いた。
⑳

しかし平和にはいかなかった。何故ならば,血族の一人

コナーヌスが彼に恐るべき戦いを起こしてすべてを打ち壊し,

王を殺害して債土をわがものにしたからであった。
◎

そして今,弱々しく且つ無分別に,この王が支配を行なっている。」

彼がこのように語っていると,遽しく召使達がやって来て,

彼の住む山の麓に新しく泉が湧き出し,

清らかな水を溢れさせ,今やその水が

遠く谷の窪みに流れ込んで,瀬音を立てながら

森のまわりをまわっていると告げた。

それで直ぐにその新しい泉を見ようと二人は共に

急ぎ立ち上がり,それが見える処まで来るとメルリーヌスは

草の上に坐ってその場所と流れる水とを賞讃し,

そのように水が地中から湧き出たことに驚いていた。

それから直ぐに喉の渇きを覚えた彼は流れに身を屈め,
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34ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

ゆっくりと味わいながら畷り飲み,また額をその水に浸した。

それでその水の湿り気が五臓六腑にくまなく

染みわたり,彼の体の内部の熱気を鎮めた。

するとたちまち彼は正気を取り戻し,

われに帰って,狂気をすべて捨て去ったのだ。

長い間麻痺していた分別も元に戻り,

再び理性を取り戻した彼は,また以前通りに

身心共に健全な姿となったのだった。

それで彼は神を讃えながら顔を天に向け,

敬虔な熱意に燃え立ちながらこのように言った。
⑳

「おお,主よ,星天の枠組が常に不変の姿を保ち,

海やそれにまた大地が喜んで子供を産み育て,

人間に溢れるほどの豊かさで絶えず恵みを

与えているのもそなたの御蔭であり,また

私に理性が戻り,心の迷いが去ったのもそなたの御蔭です。

私はこれまでわれを失い,殆ど霊そのものと化して,

古人の行いも知れば,また未来のことについても,

物事の秘密を知り,鳥の飛びよう,惑星の動きよう,

魚の泳ぎようを知って,予言を行なってきました。

だがそれは私を苦しめ,決して私の人間的な心に

自然な安らぎを与えてはくれなかったのです。

だが今や私は自分自身に帰り,また私の手足をかつては常に

活気づけていた生気に体も再び力を得ているように感じます。

したがって,至高の父よ,私は当然のこと,そなたに

深く感謝し,これからは常に相応しい讃辞を相応しい心で

述べ,喜びをもって喜ばしい捧物をお供えいたします。
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36ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

そなたは寛大にも録の草地に湧く新しい泉を与えて下さり,

この一つの贈物で実際私を二重に助けて下さったのです。

それというのも,今や私はこれまで欠いていた水を得,

またそれを飲んで頭の健康を取り戻したのですから。

それにしても,おお,親愛なる友よ,新しく泉がこのように湧き出て,

これまでわれを失ってあたかも狂人同然であったこの私を

また元に戻してくれた力は,一体何に由来するものなのか。」

テルゲーシーヌスほ言った。「万物の豊かな支配者たる神は

水の流れを種煩に分け,自らその各々にそれ独白の力を

与え給うた。水が屡々病人に役立つのもそのためであって,

確かに世界中には,多くの病気を,それもまた幾度となく癒す

そうした力を持った泉もあれば,河もあり,湖もあるのです。
⑳

事実,ローマのアルブラは健康の水を勢いよく溢れさせていて,

その水は確かな治癒力によって外傷を治すといわれている。
ゆ

イタリアにはまたキケロの水と呼ばれる別の泉が湧き,

これは眼のいかなる障害をもすべて取り除いてくれる。

またェティオピアにはその水を顔に塗ると,あたかも

オリーグ油のように照り輝く池があるといわれる。
㊧

アフリカには人々がゼーマと呼ぶ泉がある。

この水を飲めば即座に効いて美声となる。
⑳

グレイトールの湖の水はイタリア産の葡萄酒をも嫌いにする。
⑳

キオス島の泉の水を飲む者は気が萎えてしまうといわれる。

ポイオーティアの地には二つの泉があって,これを飲めば

一つは物覚えをよくし,一つは物忘れをさせるという。

またここには恐ろしい痺気のただよう湖があって,

その有害さは狂気を生み,情欲の過熱を生む。
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38ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

⑳

キュージコス島の泉は淫乱淫欲を払い除ける。

カン/く-ニア地方には,話によると,その水を飲めば
うまザめ

多産な女を石女にしてしまう河が流れており,

それはまた男狂いを鎮めるともいわれている。

ユティオピアの地には赤い水の湧き出る泉があり,

この水を飲めばそこから狂人となって戻ることになる。
⑳

レントゥスの泉は決して流産させることがない。
⑳

シキリアには二つの泉があって,面白いことに
うまずめ

若い女を一つは石女にし,一つは多産にする。

チッサリアには効目の強い二つの河があり,

羊がこの水を飲めば,毛色を一つは黒く,一つは白くする。

しかしまた,もしも双方の水を飲めばぶち毛となる。

クリートゥムヌスはウンプリア地方にある湖で,

この水は時折大きな牛をつくり出すといわれている。
⑳

また砂地を往くはあい,レアーチの沼に浸せば

馬の蹄はたちどころにして固く引き締まる。
⑳

ユーダェア地方の渡青湖では,生物の体は

生きている限り決してその水に沈むことがない。

しかしそれとは反対に,インドには何物を浮かばず
⑳

すべてが底に沈んでしまうシューゲンの池がある。
⑳

アロエーもまた,何物も沈まず,すべて

たとえ重い岩でも浮かんでしまう湖である。
⑳

それにまたマルシディアの泉も岩を泳がせる。

ステユツクス河は絶壁を流れ落ち,飲めば死を招く。
⑳

その有害さはアルカディアの地が明らかに示している。
(妙たぴ

イドクーマイアの泉は日を置いて四度
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40ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジュフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

不思議なことに色が変わるといわれる。

実際土色が順次線色になり,緑色になり,

澄み切った美しい流れとなる。そして

その一つ一つの色が毎年いつもきまって

それぞれ三ケ月続くと主張されている。
トP-グロヂュJイ⑳

穴居族の地にも湖がある。この水も流れ出ていて,
たぴたび

日に三度苦くなり,また三度真水の味になる。

エーペイロスの泉では消えていた松明に火がつき,

また逆についた火が消えたりするといわれている。
⑳

しかしガラマンテス族の泉は日中は冷たく,

それと正反対に夜は夜通し熱くなって,

その冷たさと熱さのために人を寄せつけないという。

また熱い湯の湧き出る温泉も数多く,これは

水が明磐かあるいは硫黄の問を通り抜ける際に

熱を得て,その熱が病気を治す働きをする。

こうした力は神が水の流れに与え給うたもので,

それで水が病人に即座に健康を画す薬ともなれば,

またそれはいかに万物に働く創造主の力が

すべてにまさるかを示す証ともなっている。

ところで,この泉の水も同様神の至高の配慮によって

健康の水となっていて,それで今このように湧き出て

即座に病気を治し得たのだと私は思うのです。

地下を流れているといわれる他の多くの川と同様,

この水は今Lがたまで土の下の暗い溝を流れていた。

恐らくは岩か土が崩れ落ちたために

流れがその重さのために塞き止められ,
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42ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)

逆流した水が少しずつ地面に喰い込んで

泉となって噴き出たものと思われます。

あなたもこのように湧き出た水がまた土に潜り込み,

再び地下の溝に戻った多くの例を御存じのはずです。」

一方,こうしている間に噂が四方を駆けめぐり,

カリドーンの森で新しく泉が湧き出て,

その水をこれまで長い間狂気に取り付かれて

その森に獣同然に暮していた彼が飲むと,

再び正常な元の状態に戻ったことが知れ渡った。

それで直ぐに領主や族長達がこの予言者のもとに

水の御蔭で病いの癒えたことを祝うためにやって来た。

それからまた彼等は国内の情勢をつぶさに報告し,

彼が再び王位に即いて,また以前と同様に
くにたみ

親しく国民を治めてほしいと彼に請うと,

彼はこう言った。「おお,若者達よ,この齢では無理なことだ。

今や私は老いぼれて,こうも手足が弱って来ては力も抜け,

町へ行こうにも殆ど畠地を通り抜けることさえ覚束ない。

多くの豊かで溢れんばかりの富に

恵まれて,長い間私は楽しい日々を

日々神に感謝しながらもう十分に生きた。

あの森に一本の年老いた樫の木が立っている。

すべてを消耗し尽す老齢のために

今や樹液も洞れ,内側は腐れかけている。

私はこの木が最初芽生えて来た時も見ているのだが,
きつつき

啄木鳥が止まって枝をふるわせた時のこと,私は

この木になった団栗が偶然一つ落ちて来たのを見た。
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44 ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

この時,当時未来をすべて見通すことのできた私は,

その実から子孫が成長した姿をすでに殆ど目の当りに見て,
⑲

森の中で畏敬の念に打たれ,自分の立場をしかと心に銘記した。

つまり,私はもう長く生きたのだ。以前からわれながら老いの身が

重荷となっている。再び王となるのほお断りしたい。

カリドーンの豊かさは,その森の線の樹蔭に住む私には

インド産の宝石にもまして有難く思われ,
㊥

タグス河の岸辺の砂に多く含まれているという金にもまさり,
命

シキリアの穀物にも,メーチエムナの甘い葡萄にも,

あるいは高く奪える塔にも,あるいは城壁をめぐらす都にも,
⑳

あるいはテユ.ロスの染料に勾う衣裳にもまきっている。

私には常に魅力的に思えるこのカリドーソの森から

私を引き離せるほどの楽しみなど何もありはしない。

果物と草とで満ち足りる私は生きている限りここに留まり,

終りのない永遠の生命が得られるよう

精進して身の磯れを浄めておくのだ。」

45

彼がこう語っていると,族長達は高く空の上を

鶴の長い列が虚空に曲線を措きながら飛んでいるのに気付いた。

整然と列をなし,今やはっきりと定まった川岸に沿って

澄み切った空の上を旋回しているのが見られたのだった。

驚いてこれを見上げていた彼等はメルリーヌスに,

これは一体どういう訳で,あのように飛ぶのかと問うた。

直ぐにメルリーヌスは彼等に言った。「鳥にも他の多くの場合と同様

それぞれ固有の性質をこの世の造り主は与え給うておられるのだ。

そのことを私は幾日も森に暮して学び知った。



46ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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Obtuitustantipraecunctisesseferuntur,

Utperferrequeantnonflexoluminesolem:

Adradiumpullossuspendunt,SCirevolentes,

Illovitato,nedegenerexstetinillis.

Immotissublimemanentsuperaequorapennis
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

ところで,これこそ数多く集まって高く空を飛ぶ際の

鶴というものの本性であって,だからして屡々われわれは

彼等がこのような形で飛ぶのを見掛けもするわけだ。

ただ一羽,列が乱れていつもの形がくずれぬよう,
⑳

飛びながら叫び声を上げて警告を発している。

声が澗れて役を果せなくなれば,別の一羽がとって代わる。

夜は不寝番を立て,番に当った鳥は小石を
⑳

指に支え持って眠気を払おうとする。

何かに気付くと,直ぐに叫び声を上げて皆を起こす。

齢をとってくると,どれも皆羽根が黒ずんでくる。
7クメーソ7クウイヲ⑳

それにたいし,その名も視力の鋭さに由来する鷲は,

他のいかなる鳥にもまさる目を持っていて,

太陽の輝きを直視することもできるといわれ,

雛を支えて太陽の光に向け,それが日をそむけるような

鷲の名に価しない雛かどうかを知ろうとするといわれる。

水面上空高く,羽根を動かさずにとどまっていて,

水中深くにいる獲物を目敏く見付ける。するとたちまち

空を切ってすばやく舞い下りて来て,泳いでいる魚を

さっと捉えて行く。これも本性の然らしむるところだ。

不思議な話だが,交尾にはまったく無頓着で,

屡々雄の子種も受けずに禿鷹は挙み,繁殖する。

この鳥は鷲と同じように空高く飛びながら,

盛り上がった鼻で遠く海を隔てた屍臭を嗅ぎつけ,

動作は緩慢ながらも,何恐れずそこまで飛んで行って,

目指す獲物で食欲を満たすことができる。

それにまた百歳までも生きる丈夫な鳥だ。
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48ジェフリー・オヴ・マソマス『メルリーヌス伝』(訳)
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

こうのとり

春の先触れで,境で騒しい音を立てる鶴は

卵を温めることに非常に熱心な鳥で,羽を引き抜いて

自分の胸を裸にしてしまうほどだという。
はやて

冬が来ると,寒い疾風を避けるた勧こ

鶴に先導されて小アジアに向かうといわれる。

齢をとって老いぼれてくると,若鳥がかつて雛の時分に

食べさせて薫っただけのものを食べさせてくれる。

白鳥は今はの際の歌声がどの鳥にもまきって

美しく,船乗達に大いに喜ばれる鳥である。

偶々浜辺で竪琴を弾いていると,その音色を聞きつけ,
⑳

極北の地ではこの鳥が近寄って来るといわれている。

舵鳥は産んだ卵をそのまま砂の上に置き去りにする。

放っておかれても,卵はその場で温められることになる。

母親代りに後は太陽の光に抱かれて解るわけだ。

鷺は暴風雨にひどく臆病な鳥で,

雲の上に舞い上がってその難を避ける。

それで鷺が空高く飛んでいるのが見られれば,

必ず間近に迫る嵐の前触れだと船乗達はいう。
アエエツクス⑳

常にただ一羽だけの不死鳥は,神の恵みによって

アラビアの地で再び新たな姿で蘇ってくる。

齢をとると,太陽の熱で最も熱くなった処へ

行き,香料で大きな山を築き上げて

火葬台をつくる。それから激しく羽樽いて

火を燃え上がらせ,上にあがって焼き尽されるが,

骸が後に残した灰がまたこの鳥を生み,
フこC.ヱツクス

こうして永遠に不死鳥は生まれかわるのだという。
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ジェフリー・オヴ・マンマス『メルリーヌス伝』(訳)

⑳キソナモソ

キンナモルグスは巣造りに入ると肉桂の小枝を集め,

そうして非常に高い樹の上に巣をもうける。それで

肉柱を売って暮している土地の者達はこの鳥の巣から
⑳

羽をつけた投げ矢で懸命にそれを奪い取ろうとする。
アルキメりトーソ

老翠はいつも干潟にやって来る鳥で,

冬になるとそこに巣を造る。

巣に籠る七日間は海も凪いで,

風もなければ,また嵐もおさまり,
㊨

穏かな静けさをこの鳥のために与えてくれる。
おうむ

鶴鵡は人に見られていないときは,

まさしく人間の声で嘲ると考えられている。
⑳

アウェーとかカイレとか,おどけた言葉を喋る鳥だ。

ペリカン鳥はいつも雛を死なせてほ

三日間身も世もなく嘆き悲しみ,

あげくに境で自分の肉を喰い破り,

血管を裂いて血を溢れさせ,

それを雛に滴らせて再び生き返らせる。
⑳

ディオメーデース鳥が涙声をあげて跳びはね,

悲しげに羽掃くときは,王の突然の死か,それとも

王国の大いなる危難を予告しているのだといわれる。
パルノくpス

また人を見ると,それがギリシア人か異人かを

即座に見分ける。ギリシア人には翼を打ちならし,

優しい声で近寄って嬉しげに跳びはねるが,

他の人問には羽根に悪意をう張らせてこれを取り巻き,

仇敵に対するように荒々しい声で飛び掛って行く。
⑳

メムノーソ鳥はいつも四年毎に
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遠くメムノーソの塚に飛んで帰り,

トロイの戦いに倒れた主君に涙を注ぐという。
㊨

またヒルキーネアの羽根は驚くほど明るく,

暗い夜でも火のついた松明のように輝き,

これを持って歩けば夜道を照らしてくれる。
きつつき

巣造り中の啄木鳥は,その木に打ち込まれた

誰にも抜けない釘や楔をも抜き取ってしまう。
つつ

その実きようの激しさに何もかもが飛び出してしまうのだ。」

ところで,こう話していると,突然一人の狂人が,

それも運命の引合せであったか,彼等の方に近寄って来た。

恐ろしい叫び声であたりの森や空気を満たし,

狂った猪のようにロから泡を吹いて,挑みかかろうとした。

それで人々は直ぐに彼を捉えて皆と同じ処に坐らせ,

彼の語る言葉に笑ったり,冗談を言ったりした。

ところでこの男をよくよく注意して見ていた予言者は,

それが誰であるかを思い出し,胸の底から深い溜息を

つきながらこう言った。「かつてわれわれが未だ

若さに華やいでいた頃は,この男もこんな風ではなかった。

実際当時は美男で勇敢な武人であったし,

高貴な王族の血が彼の態度に顕われていた。

当時の私はこうした多くの良き友に恵まれ,

幸せ者だと人に思われもし,また事実その通りであった。
㊨

しかし高いアルグストリーの山中で狩りをしていた時のこと,

偶々われわれは枝を大きく広げて天に奪えている

とある樫の木の下にやって来たのだ。
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そこにほ縁の草に囲まれた泉が湧き出ていて,

その水は人が喉を潤すのに通していた。

それで渇きに襲われていたわれわれは皆そこに坐り,

泉の澄んだ水を貪るように畷り飲んだ。

そしてそれからのこと,泉のいつも見慣れた岸辺の柔かな草の上に

よい香りの漂う林檎の実が幾つかよこたわっているのを認めた。

直ぐにそれを一番近くにいた彼が拾い集め,

思いがけない贈物ですと笑いながら私に差し出した。

それで私は受け取った林檎を仲間達に配り,私自身には

分け前は残さなかった。数が足りなかったのだ。

分け前を得た他の者達は笑って,私のことを

気前がいいと言いながら,烈しい貪欲さで

それに喰らいつき,これでは少な過ぎると不平をこぼした。

するとたちまち見るも哀れな狂気が彼と

他の者達すべてに襲いかかり,理性を失った彼等は直ぐに

犬のように互いに噛みつき合って肉を喰いちぎり,

唸り,泡を吹き,訳もなく地面をのた打ちまわった。

そして遂には狼のように聞くも哀れな吠え声を

あたりに響かせながらどこかへ行ってしまった。

この林檎は,思うに,彼等にではなく,私に当てたもので,

私はその後直ぐにそうと悟った。というのは,当時その地方に

さる女がいたからだが,この女は以前私に想いを寄せ,

長年私を相手に淫らな欲望を満足させていたが,

私に疎まれ,同会を拒まれるようになると,直ぐさま

私を破滅させようという邪な思いに取り付かれたのだ。

思案したものの私に近づく他によい方途も思い浮かばず,
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それで私がまた戻って来ると考えたその泉のほとりに

毒塗りの贈物を置いた。その林檎をもしや草の上に見つけて

食べてくれれば,私を痛めつけることができると考えてのことだ。

だがそれにまさる幸運が私をそれから守ってくれたことは

すでに先ほども述べた通りだ。だがこの男には無理強いしてでも

この点の健康の水を私は飲ませてやりたい。

もしや再び健康を取り戻すことができるならば,

また元通り正気に帰って,これからは命の続く限りこの森で

私と共に神への奉仕に力を尽してもらいたいと思うのだ。」

それで頭領達は彼の意に従った。泉の水を飲むと,

そこへは狂ってやって来たその男は再び自分を取り戻し,

今や病いも癒えて,直ぐさまその場に友人達を認めた。

そこでメルリーヌスは言った。「今こそ君はただひたすらに

神に尽すべきだ。今では自分でもわかるように,これまで何年もの間

理性を失って獣のように汚いなりで,人気のない処をさまよいながら

暮していた君が,再び正気に戻れたのも神の御蔭なのだ。

それも君が,これまで狂いながら暮してきた繁みや線の森を

理性を取り戻した今となってもただ棄てないというだけでなく,
⑳

私と共にこの森に留まり,邪悪な力が君から奪った日々を

神に仕えることで取り返すようにとの思し召しなのだ。

これからは,二人が生きている限り,君と私とで

万事協力し合って神に仕えて行くことにしよう。」
㊨

すると直ぐにマユルデイーヌスは言った(これがその男の名前で

あった)。「おお,尊い父よ,どうしていやなどと申しましょう。

実際喜んであなたと共に森に住み,このふるえる手足を

神の霊がすべて支配し給うまでひたすら私は神を祀り,
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あなたを導師と仰いで祭礼を行なうことにいたします。」

「私もまた」とテルゲーシーヌスは言った。「私も三人目に加わり,

この世の俗事は棄て去ってあなた方と同じようにいたしたい。

私はもう十分に長くこれまで時を無駄に過してきた。

あなたを肺として今こそ私も本心に立ち返るべき時です。」

「だが長たるお前がたは,行って自分等の町を護ってくれ給え。

われわれの静けさをこれ以上お前がたの話で乱すことは

してほしくない。友人にたいする祝意はもう十分に尽された。」

族長達は去って行った。後には三人と,更に四人目として

予言者の妹のガニューダが残った。彼女も遂にリボンを頭に巻き,

王であった夫亡き後を守っで慎ましく清らに暮し,

法を布いて夫同様同数の民を治めはじめていたが,

今や兄と森に住まうことほど楽しいことはないと思われたのだ。

それにまた時折神の霊が下って彼女を天の高みにまで

連れ去り,王国の未来を屡々予言するようにもなっていた。

それで或る日のこと,彼女は兄の館にいて,太陽の光が

窓に明るく照り輝いている部畳を見てまわりながら,
㊤

定かならぬ胸の内から定かならぬこうした言葉をロに出して言った。
⑳

「私は認める,リーディケンの町が兜を被りし人々に
おいlら

満され,負債故に神聖な人々と神聖な冠とが

若者達の裁きによって競売に付されるさまを。
ゆ

会堂の牧者は塔の頂に驚きの眼を向け,
⑳

己が罪の償いに土の器の蓋を開けることを強いられよう。
⑳

私は認める,カエルロイクトイクが狂暴な軍隊に包囲され,

閉じ込められた二人の内一人は引き離されるが,
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やから

残忍な族と共に君主を伴ってワリアユから戻り,

指揮者を失ったその狂暴な軍勢に打ち勝つさまを。

ああ,何たる冒漬か!下を行く星どもが

力や武力にも強いられずして太陽を捕えるとは!
㊥

私は観る,カエルウェソトの近くに二つの月が掛かり,

二頭の獅子がまったくもって荒々しく進み出て,

二人の人間を一頭は驚きの目で眺め,他も同数の人間を

同様に眺めて,戦いの準備を整え,互いに対時するさまを。

他の者達も立ち上がり,四番目の者を大胆に武器をふりかざして

烈しく攻め立てるが,彼等の内の誰も勝を制Lはしない。

実際彼は一歩も退かず,楯を操り,槍を構えて反撃し,

ほどなく三人の敵を圧倒して勝利者となり,

二人を寒い王国のかなたに牛飼いとして追い払い,

赦しを乞う一人にはそれを与える。それで戦場からは

今や四方八方に星は飛び散ってしまい,

年老いた樫の木に護られていたアルモリカの猪が

剣をふりまわしながら月を後ろから追い立てて行く。
⑬◎

偉大なコヘールスを指揮者として,かつてデイーラ人と
⑳

ゲーウィッシー人とが集結したウルゲニウスの丘の麓で,

二つの星が野獣達を率いて戦い合うさまを,また私は観る。

おお,互いに異国の者同士が傷を負わせ合うことで

いかに人の流す汗と血が大地を浸していることか!

星は星と今や相衝突して暗闇へと落ち行き,

新たにさし出た光に光を隠してしまっている。

ああ,何と恐ろしい飢饉が襲いかかっていることか!それは
うつろ

力づくで人々の腹を空にし,手足を弓なりに曲げてしまうのだ!
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カンブリアにそれは始まり,王国の隅々を歩きまわり,

哀れや人々に海を渡ることを強いている。

この呪わしい災難にスコーティアの牝牛ほ死に絶え,

その乳で生きていた仔牛達は皆四散して行く。

行け,ネウストリア人達よ!この自由な王国で

乱暴な軍隊による戦争はもうよすがいい!

ここはお前達の貪欲さを満たせる場所ではない。

お前達は創造者である自然がこれまで優しくも豊かに

産み出したものを実際すべて喰い尽してしまったのだ。

キリストよ,汝の民を救い給え。獅子どもを抑え給え。

戦いのない穏かな静けさをわれらが王国に与え給え。」

ここで黙したわけではなかった。仲間達は驚き,

また兄も驚いていた。彼は直ぐに彼女のところに行き,

彼女を覚め讃えながら優しい言葉でこのように言った。

「妹よ,神の霊は未来の予言をお前に望まれたのか。それで私は
㊨

ロもきけず,唇を動かすこともできなくされていたのであったのか。

それならばもうこの務めはお前のものだ。お前はこのことを喜び,

私の許で心を専らにしてすべての予言を行なうがよい。」

ゴールぴと

われらが歌も終着点に今や達した。それ故あなた方,ブリタニア人よ,
⑯

月桂樹の冠を願わくはモネムータ生れのガウフリードクスに与え給え。
⑯ぅたびと

まこと彼はあなた方の歌人。すでにして彼はあなた方の戦いと
おさ

あなた方の長達の戦いを歌い,かつはまた一書を物している。
⑧ ⑱

『ゲスタ・プリトヌム』と只今ほ呼ぶ習わしの,世に名高き書物がそれ。
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註

①以下737-940,1179-1253,12弛-1386行に示される宇宙論および博物学的

知識は,Ovidius,IsidoreofSeville(IsidoruSHispaleIISis)GuillaumedeCon-

chesの著作に直接負うとされるがG:f.Faral,II.pp.377-85),後二者について

は本文を参照する便を得なかった。また,Faralはその名を挙げていないが,

Plinius(C.P.Secundus,PlinytheElder)の入bturalishistoria(『博物誌』

37巻)が中世の博物学の伝統の一つの大きな源流をなしていることは明らかで,

事実それと共通する事項は文字通り枚挙に畷なく,したがって,ここでは異同を

主として,特に理解をたすけると思われる点のみを註記するに止めざるをえな

かった。

②いわゆる四大元素(elementa)の地・水・空気・火。

③concordipacejugataOvidius,MetamorかhosesI.25:`concordipaceli-

gavit'参照。ここは混沌たる状態から天地自然がそれぞれ明確なまとまりを持っ

た姿で創り出されたことをいう。

④最高天(ここでは恒星天と同義)は純粋な火の世界で,また月よりも上の天空

を充たすとされた願気エーテルも火の性質を持っ(igneus)ものと考えられてい

たCcf.empyreum<ip2TJpEOg=fiery;aether<αTOE"=tOburn)。なおMeta一

椚Orわん0∫g∫I.26-27をも参照。

⑤円盤状の陸地(orbisterrae,Orbisterrarum)の周囲をめぐる大きな水の流れ

と考えられた外海Oceanus('仇eαリ命)の説明。これほいうまでもなく,四大元

素中の水と関連する。

⑥東風(EuruS),西風(Zephyrus),北風(Boreas),南風(Auster)の四つ。

ルわね椚07やゐ0JgJI.61-66参照。

⑦Quarumquaemedia日.MetamorphosesI.49:`quarumquaemediaest,

nonesthabitabilisaestu'参照。

⑧gelidusmadidusgelidusmadidusqueであろう。

⑨783-84のこの二行はincubus(`onewholiesupon')の説明。逆に女性の

姿をとって男性と交わる悪魔はSuCCubus(`qnewholiesunder')と呼ばれる。

Merlinusは,HisloriaRegumBritanniae(以下ガRBと略記)によれば,

incubusが尼僧に生ませた子であった。Faral,III.pp.187-88参照。

⑲792行のCumgentibusはあるいはCumignibus(=With丘res・)かとも考え

るが,熱帯地方を大きく取り巻く沸騰する海と地獄の入口を囲む焔の海とを組み

合せたことによって,文脈上多少無理が生じているように思われる。なおFara1,
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II.pp.380-81をも参照。

⑱ティオーネを母とする星(StellaDiones)明けの明星,金星(Venus)。

⑫砂(arena)珪砂(crystallum,rOCk-CryStal)のことと思われる。これは古く

は水分が堅く凍ってできたものと考えられていた(cf.叩け丁α最09=ice)。

⑬宝石(gemma)ここでは真珠(margarita,pearl)を意味する。古くは金星か

らしたたる滴が真珠になると考えられていた。

⑲timeos=thymeos<eJFLOLJ

timaHus=thymallus訳語「姫鱒」はRgUi∫ed膿みud∴しけ玩1Ⅳわゼ・

List(0ⅩfordUniv.Press,1965)のthymallusの項に`丘sh,(?)grayling'と

あるのを参考にした。なおOEDのThymallusの項をも参照。

⑮echinus=eCheneis

⑲蛇魚(draco)英語でgreaterweeverと呼ばれる食用魚(学名Trachinus

draco)。蛇(draco=Serpent)という名は,砂の中に身をひそめていて,素足の

水浴客などに害を与える点が蝮に似ていることによるものだという。ただしこの

訳語は意をとって仮に宛てたにすぎない。

⑰ブラードゥッド(Bladud)伝説的なプリトン王。リア王(KingLear)の父。

彼が設けた湯治場とは,Bath(ラテン名はAquaeSulis)のそれである。しか

し,恐らくはローマ人がこの温泉の最初の利用者であったと考えられている。

⑬7ラーロン(Alaron)Bladudの妃の名がはたしてAlaronであったかどう

かも他に徴すべき文献はなく,一切不明のようである。Faral,II.p.382,n.6参

照。

⑬タナトス(Thanatos)サネット島(IsleofThanet)。現在では小川をはさん

で殆ど陸続きとなっている。ラテソ名はTanatusが普通で,ここではギリシア

語の◎んαrOg(=Death)を意識した上での綴りと思われる。

⑳Orchades=Orcadesオークエー諸島(OrkneyIsland)。実際は大小約七

十の島からなり,現在三分の二以上は無人。

⑳トゥーレー(Thule)ギリシア人のいう鮎旬で,人間の住む最も北にある

と考えられた島の名。実際のどの島にそれが当たるかは諸説あって定かでない

が,この部分の説明で見る限りでは,アイスラソドとも受け取れる。ただし,太

陽云々の語源説はあやしい。882行以下は,この島が北極圏(ArcticCircle)上

にあって,そのため夏至が過ぎると以北の地に常夜が訪れることをいったもの。

⑳ガーデース(Gades)現在のカディス(CAdizただし厳密には現在CAdizは

都市名で,島の名はIsladeLedn)。ヘルクレス(へ-ラクレス)が怪物Ge-
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ryonの牛を奪ったErytheaの島が一説ではこことされた。また895行のjuraに

Faralは`Acorrigerpeut-etreenjure'と註している(III.p.333)。この方

を採りたい。

⑳ヘスペリデース(Hesperides)HesperiS達の住む,ヘルクレスが黄金の林檎

を取りに行った伝説上の島。不眠の譜とはLadonのことである。

⑳ゴルガデース(Gorgades)元々Gorgo達の住んでいた島だという。COrpOris

hirciはPliniusの八もturalishistoria(以下Ⅳ打と略記)では`hirtacorpora'

(=hairybodies)となっており,また足の疾さはこの島の男達の説明として挙げ

られている。昭VI.36(Loeb,II.p.486)参照。

⑳アルギューレー(Argyre)「銀の島」<軸γUPOg(=Silver)

クリッセー(Crisse)「金の島」<zpuq69(=gOld)

語源的にはそれぞれ「アルギュレー」,「クリューセー」が正しく,事実Plinius

の後者の綴りはChryseとなっている。また彼はこれらは共にイソダス河の河口

の外にある島だと述べている。昭VI.23(Loeb,II.p.398)参照。

⑳タープローバーナ(Taprdbana)現在のスリ・ランカ島(SriLankn)。ただ

し「タープロノミナ」と読むのが普通。

⑳テユロス(Tylos)ベルシア湾の島の名。現在のバーレソ島(Bahrein)のこ

ととされる。

⑳幸福島(InsulaFortunata)古典では普通FortunataeInsulaeと複数形。

現在のカナリア諸島(IslasCanarias)のこととされる。ここが林檎(あるいは

果物)の豊富なことはPliniusも記しており,そこから同じく「林檎の島」を意

味すると普通考えられているAvalonの島(cf.Welshafal=apPle/fは〔V〕音。

ガ孔βに出るラテソ名はAvallo)と結び付けられたのであろう。

⑳モルゲン(Morgen)アーサー王伝説のいわゆる魔女モルガソ(Morganle

Fay)。

⑳プリストゥム(Bristum)イギリスのブリストル(Bristol)であろう。古くは

Bristowとも呼ばれた(Cf.OE.Brycgstow)。

カルノートゥム(Carnotum)AutricumCarnutum,つまりフラソスのシャ

ルトル(Chartres)のことと思われる。

パピー7(Papia)イタリアのバグィーア(Pavia)。Papiaは七世紀以後の名

称で,古くはTicinumと呼ばれた。

◎カンプラーヌス(Camblanus)河の名。このほとりで戦いが行なわれた。位

置については諸説あって,不明という他ない。ウェールズ語ではCamlann。後
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出註⑳参照。

⑫アルトゥ～ルス(Arturus)アpサー王(KirlgArthur)。

⑬バリントゥス(Barinthus)中世の聖者伝の一つAbuな拉めぶd乃CJiβ和乃・

dani(『聖プレソダソの航海』)に出る名だという。Faral,II.p.384参照。

⑳producitprodiditか。

⑮カドゥーラードルス(Cadvaladrus)Cadwal1ader(ウェールズ語ではCad・

waladr)。

⑳Constansが彼を擁立した当のVortigernusによって暗殺された事件をいう。

HRB,Faral,III.pp.170-74参照。

ウーテル(Uter)Uther(即位後はUtherpendragon,つまりUthertheDra・

gon-Headと称した)。

アンプロシウス(Ambrosius)AmbrosiusAurelius(またはAurelianus)。

ウェールズ語ではEmrys。

⑰後者へソギスト(Hengist)が凪彼等が援兵としてやって来たのは,大体五

世紀の半ばか,それより少し早い時期であった。

⑬すべての町と砦の引き渡しを強制された後,縛めを解かれたVortigernusが

カソプリア,つまりウェールズに逃れたことをいう。後出1051行,及びがRa

Faral,III.p.185参乳

⑳前出681-83行,及び(1)の註◎参照。

⑳ウォルティーメールス(VortimeruS〕Vortimer(Vortigernusの長男)。

⑪ロンウェナ(Ronvena)HRBではHengistusの娘となっていて,Vortiger・

nusがその美貌に一日惚れして後添えにしたとある。Faral,III.pp.178-79参

照。

⑫HRBをこは,この塔はErir,つまり古くはウェールズ語でEryriと呼ばれた

Snowdonに築かれたとあり(cf.Faral,III.p.186),また伝説では,今も砦の

跡を遺しているDinasEmrys(`TheFortofAmbrosius')がその場所であっ

たとされている。したがって,前出1013行のnivei(=SnOWy)はこのことを暗

示的に述べた形容辞と受け取れる。

⑬dolnumこれはFaralの校訂によるもの。もとのdemum(=indeed)に戻

すほうがよい。

㊨mitens=mittens

⑮二人は従兄弟の関係にあった。

⑯militibusmilibus(ないしはmi11ibus)(sc.virorum又はmilitum)か。
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後出1114行(multiscummillibus)参照。

⑰レオ(Leo)東ローマ皇帝レオ一世(在位457-74)を意識しての命名であろ

うか。しかし,このあたりは最早史実とは直接まったく何の関係もない。

⑳ルキウス(Lucius)「ルーキウス」と読むのが普通。

⑲モドレードゥス(Modredus)アーサー王伝説のSirMordred。

⑳王妃ケegina)グウィニヴィア(Guinevere)。ウェールズ語ではGwenhwy-

far。ラテソ名はガRBにGanhumara,Guenneveraその他の形が見られる。

㊤l月見βによれは,アーサ王はT碇この時ローマに兵を進めて皇帝レオを討とう

としていた。Faral,III.p.275参照。

⑳王は,ガRBによれは,上陸地Richboroughでの戦いの後,Winchesterにお

いて勝利をおさめ,Modredusは船でCornwallに逃げ去り,一方絶望した(des・

perans)王妃は一時Yorkに逃れたが,最後Carleonで修道院に入って尼とな

った。Faral,III.pp.275-77参照。

⑳前出929行のbellumCamblaniをいう。詩人はこの場所をCornwal1に置い

ていることがうかがえる。註⑪参照。

⑳ガ風月によれば,紀元542年の出来事であった。Faral,III.p.278参照。

⑳・甥(nepos)mBはただcognatus(=kinsman)とのみ記している。Faral,

III.p.278参照。

⑳血族の一人(cognatus)前出434行にはnepos(=nePhew)とあった。

◎HRBによれば,Constantinusの死は即位三年目のことで,Conanusの統治

は二年であった(cf.Faral,III.pp.280-81)。したがって,もしもこれに依拠

するとすれば,この詩のおかれた年代は大体紀元540年代の半頃ということにな

る。

⑳sidereaSidereiがよく,訳もそれに従う。

⑳アルプラ(Albula)AquaeAlbulae。ローマ郊外の温泉の名。湖をなしてい

て,現在もBagnidiTivoliの湯治場の湯元となっている。

⑳キケロの水(Ciceronis)AquaeCiceronianae。カソパーニア地方Puteoli

(現在のPozzuoli)にあったキケロの別聖の前庭に湧き出た温泉。

㊨ゼ細マ(Zema)PliniusにはZamaとある。NaⅩⅩⅩI.12(Loeb.VIII.

p.386)参照。

⑳クレイトール(Clitor)ギリシアのアルカディア地方の町(朗読叫)。

⑳ChiosChioが正しい。ただし,PliniusではCea(Ki鵬)島の泉となって

いることからすると,Ceoとなるべきところを韻律の関係でChioとしたもの
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とも考えられる。NELXXXI.12(Loeb,VIII.p.386)参照。

㊤CyzicusCyziciであろう。喝ⅩⅩⅩI.13(Loeb,VIII.p.388)参照。キ

ュージコス(必産経粥)はプロポソティス(マルモラ海)の島の名。

⑳レントゥス(Lentus)PliniusではアルカディアのLinus(Aんog)の泉とな

っている。これも韻律の関係によって変えたものか。NTLXXXI.7(Loeb,VIII.

p.384)参照。

㊧シキリア(Sicilia)シツリー島(Sicilia,Sicily)。

㊨レアーテ(Reate)イタリアの都市。現在のリユーティ(Rieti)。

㊨涯青湖(Asphaltiteslacus)死海(MareMortuum,theDeadSea)の別称。

⑳シューゲン(Sygen)PliniusにはSiden(nom.Side)とある。しかしLoeb

版の編者はこれをストラポーソに致してSilanCnom.Silas)と改めている。

昭ⅩⅩⅩI,18(Loeb,VIII.pp.390-91)参照。

⑲アロエー(Aloe)不詳。

⑪マルシディアの泉(fonsMarsidiae)PliniusにはプリュギアのMarsyasの

泉(MarsyaefonteminPhrygia)とある。呵ⅩⅩⅩI.16(Loeb,VIII.p.388)

参照。

⑫Achadia地理的にはArcadiaが正しく,訳もそれに従った。ただし,韻律

の関係でAchaiaとしたものかも知れない。Achaiaは「ギリシア(の)」の意

にも用いられる語である。いずれにせよ,このままではおかしい。

⑬Yduneus=Idumaeusイドゥーマイア(Idumaea,'I∂ouFLαん)はシリアの

地方名。

⑲RogotisこれがTroglodytisの変形であることは,Faralも註を付している

G:f.III.p.343)。トローグロデュタイCTroglodytae,Tpa・rloaJTαE)はエティオ

ピアの種族の名。本来はTrogodytae,Tp呵・0∂JTα亡が正しく,居穴G:f.TPdiγ句

ニhole)とは無関係であった。

⑮ガラマンテス族(Garamantes)アフリカ内陸部の種族の名(IiαPdpαL}Te9)。

⑳1276,1277のこの二行にFaralは註して`rgがg∫α乃∫do〟feα7秒4,9〟gJe

乃e∫αi∫cO鍋肌βがγ肋的r'と述べている(III.p.345)。しかし,訳出の必要上,

一応次のように考えてみた。

1276行:illam→illa;SuO→SuOS;Sedebam→Videbam

1277行:Verebar→reverebar(ただしこれは韻律の関係による)

⑰タグス河(Tagus)イベリア半島の河。ポルトガル語ではテ,ジュ(Tejo),

スペイン語ではタホ(Tajo)。
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⑳Methidis多分これはレスボス島の町Methymna(MがuFJリα)の形容詞形で

あろう。一応この部分はdulcesMethymniadesuvaeの意に解した。

⑲テユロス(Tyros)古代における商業の一大中心地であったこの都市で骨貝

(murex)から製せられた赤紫色の染料は,特にTyriapurpura(Tyrianpurple)

と呼ばれて非常に珍重された。

⑳volando(sc.inextremoagmine)「列の最後尾を飛びながら」の意である。

呵Ⅹ.30(Loeb,III.p.328)参照。

㊧呵loc.cit.(Loeb,III.pp.328-30)参照。
みさご

⑳語源の説明としては謬説であろう。またこの一節は,鷲鷹目に同じく属する顎

(haliaeetos,OSprey)に該当する言及である。NqX.3(Loeb,III.pp.296-

98)参照。

⑳極北の地(Hyperboreustractus)伝説的なHyperborei(`γTrEPPdpeoE)人達

の住む最北端の地。白鳥が渡り鳥であるということの他に,この地はギリシア神

アポローンと深く関わりがあり,その点でも白鳥と結び付く。

⑳不死鳥は太陽神に捧げられた神聖な鳥とされた。

⑳ciTlOmOlgus=Cinnamolgus,Cinnamolgosアラビアの鳥だという。NEL

X.50(Loeb,III.p.352)参照。

⑳羽をつけた投げ矢で(pennatistelis)Pliniusは`plumbatissagittis'(鉛の

錘りをつけた矢で)と記している。呵Joc.誠.参照。

◎いわゆるdieshalcyonides(halcyondays)と称されるもので,普通これは穏

かな天候の続く冬至の前後二週間を意味し,多分に想像上のものであるこの鳥が

前一週間に巣造りをし,後一週間は巣籠りして卵を賭すと考えられた。喝Ⅹ.

47(Loeb,III.p.348)参照。

⑳アウェー(ave)はラテソ語,カイレ(dere)はギリシア語のα巾で,共

に人が会ったとき,別れるときのいずれにも用いられる挨拶の言葉。

⑳ティオメーデース鳥(diomedeae〕ディオメーデースの仲間達が彼の死を嘆

いて悲しみのあまりに鳥に化し,アドリア海のDiomedeainsula(現在のIsole

Tremiti)に住むようになったという伝説を持つ鳥。Pliniusはfulica(大鶴)

に似た鳥だとし,Loeb版の編者は`perhapsthegannet(鰹鳥)'と註している。

叫Ⅹ.41(Loeb,III.pp.372-74)参照。

⑲メムノーン鳥(Memnonides)ユティオピアのメムノーソを火葬する積薪か

ら最初飛び立ち,四年毎に(一説では毎年)エティオピアからトロイに飛んで行

くとされた鳥。NH,Ⅹ.37(Loeb,III.p.388)参照。
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㊤ヒルキーネア(hircinea)ゲルマニアのHercyniasilva(HercynianForest)

にいるとされた鳥で,したがって「ヘルキ,_ニア」(hercynia)とするのが正し

いと思われる。昭Ⅹ.67(Loeも,III.p.376)参風。ただし,ここではそれを

herciaadtenebrasに付会したものと察せられる。

⑫アルグストリー(Argustli)ウェールズ中部の山の名。ウェールズ語では

Arwystli。

⑬visveruIICaVerunCaはゲルマン系の言葉と思われるが訳語は一応Revised

MedievalLatinⅥちrd・ListのverunCaVisの項に`(?)amalignforce'と

あるのを参考にした。

㊨マエルティーヌス(Maeldinus)アイルランドの航海冒険譜の主人公Mael

Dムinの名を借りたものと考えられる。Faral,II.pp.361-63,およびKenneth

HurlstoneJackson,ACelticMiscellany(PenguinBooks,1971),pp.152-

59参照。

◎以下の予言は,文字通りdubiusであるために,にわかに断定はし難いが,

HenryI没後のStephenとMatildaとの間の王位をめぐっての抗争,つま

り,詩人とまったく同時代の生々しい政治的事件を暗に物語っているように思わ

れる。もしもそうだとすれば,詩人の側のこれは意図的な璃晦と見ることができ

よう。

⑲リーティケン(Ridichen)オックスフォード(0Ⅹford)のウェールズ語。現

在もなおウェールズ語ではRhydychenと呼ばれる。Cf・0ⅩOnia

⑰iIleXCelsaこれでは意味をなさない。inexcelsoかとも思えるが,ここで

は一応ineccleSia(=inthechurch)とした。
も

⑲fictile「コリソト後書」IV.7:`我等この宝を土の器に有てり'(Habemus

autemthesaurumistuminvasis丘ctilibus)参照。

⑲カエルロイクトイク(Kaerloyctoyc)リソカーソ(Lincoln)。Cf.`Lincolnia'

(1.12)

㊥カエルウェント(Kaelwent)ウィンチュスター(Winchester)。ローマ占領

時代のラテソ名はVentaBelgarum。Cf.Wintonia

⑬コヘールス(C血elus)不詳。

◎ティーラ人(Deyri)デイーラ(Deira)は,Humber河の北,Yorkを中心

とする地域の古名。

⑳ウルゲ=ウスの丘(CollisUrgenius)不詳。ガ凡別こも`incacumineUriani'

という言葉が見られる(Faral,III.p.198)。
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⑲1ihellnmFaTalはこれに`A"〝なげか融・むrge乃labellum'と註してい

るCIII.p.352)。この方を採った。

㊥GaufridusdeMonemutaGeoffreyofMonmouthのラテソ語名。HRB

にはこのほかGaufridus(またはGalfridus)Monemutensisの表記も見られる。

後出註⑱をも参照。

⑯enimetenimか。

⑧Gest8Britonum月払orαReg〟のサβr細乃乃αβの別称。

⑱唯一の完全な写本B.M.CottonVespasianE.IVの錠文は次の通り。EEPli・

ぐむⅥ加重励磁壷α茄血前か汀G功偏ゐ刑朋あ印融物流(ガルフリードゥ

ス・モネムーチソシス著すカリドーソのメルリーヌス伝ここに終る)Faral,

II.p.29参照。

前号(1)の訂正および補遺

訂正

5頁18行(1.18)竪琴→竪琴

7頁5行(1.27)フコーティアーナスコーチィア

13頁20行(1.120)この出来事→去って行ったこの男の身の上

37頁15,16行(11.426f)厳しい寒さが/陰鬱な北風を→厳しく寒い北風が/陰鬱

な雲を

59頁6行(1.699)(全行)→民びとは位高きも低きもみな法の支配の下にあるこ

とを認めていました。

補遺(註)

21頁15行(1.244)meaSmeaが正しい。

42頁26行(1.513)ergeegoか。

51頁15行(1.605)フンベル河(Humber)ハソノミp河(Humber)。ラテン名は

Abus。

55頁26行(1.668)この一行は音節の数が不足する。etmOeniaponentはfbssam

etmoeniaponent(堀と城壁を設け)とも考えられる。


